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１．目的 

原子力プラント建屋内の線量率監視に向け、長減衰時定数を有する GdTaO4 (GTO)単結晶 ( ~ 1 

ms)と単一光子測定法を適用した高感度光ファイバ型放射線モニタを開発中である 1)。本研究では

運転中の通常時から設計基準事故 (DBA: Design Basis Accident)時に対応可能な放射線モニタの開

発を目的に、3価の希土類元素 (Eu, Tb)を GTOに添加した試作結晶の温度依存性及び線量率線形

性を評価した。目標は、DBA 時の建屋内へ適用可能とするため 110℃以上における計数率の誤差

を±30%以内 (IEC 60951-1)、また運転中の通常時に適用可能とするため検出下限を 10-4 mGy/h 以

下、及び測定精度を±4%F.S.以内と設定した。 

２．試験方法及び評価結果 

 図 1に室温時の計数率で規格化した温度依存性の評価結果を示す。試作結晶 (GTO:Eu, GTO:Tb)

をリボンヒータで加熱し、137Cs密封線源を用いて室温から 150℃における光子計数率を測定した。

その結果、GTO:Eu の計数率は 110℃において 43%増加したのに対し、GTO:Tbの計数率は 150℃

において 14%の増加に抑制され、許容誤差±30%以内を満たした。次に、GTO:Tb を検知部に適

用した光ファイバ型放射線モニタを試作し、137Cs密封線源に対する線量率線形性を評価した（図

2参照）。検出下限は 7.0 x 10-5 mGy/h であり、測定精度は±2.9%F.S.を達成した。以上より、GTO:Tb

を検知部に適用することで運転中の通常時から DBA 時の適用範囲を満足する結果を得た。 

 図 1. 室温時の計数率で規格化した温度依存性      図 2. GTO:Tbの線量率線形性 
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